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11月の人口動態
男 7，64 1 
女 8，33 8 
計 15，9 7 9 

世帯数 3，9 8 2 
(末日現在〕

13 死1ご 14
? 富!訪日~ 0 

統
合
中
学
捜
む
品
工
式

A ， 

震
か
品

院思盟理-冨.

まiI';t tJi 昭和41年 12月20日

工
事
晶
君
事

江湖の中学校敷地で行なわれた起工式

統
合
中
学
校
の
建
築
工
事
は

一
億
六
千
九
百
万
円
で
、
今
年

度
か
ら
芳
一
期
工
事
に
と
り
か

か
り
ま
す
。

統
合
中
学
校
校
舎
の
規
格
は

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
コ
一
階
建
で

新
校
舎
は
四
棟
、
約
五
千
六
百

平
方
メ
ー
ト
ル
の
大
事
業
で

す。
ま
た
、
赤
二
期
工
事
と
し
て

は
体
育
館
、
水
泳
プ
l
ル
寄
宿

舎
、
給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
、

予
定
さ
れ
て
い
ま
す

い
ず
れ
に
し
て
も
、
当
町
未

曽
有
の
大
事
業
と
な
り
、
新
校

舎
は
、
県
下
随
一
の
校
舎
で
、

期
待
が
ょ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
保
家
族
給
付
を
七
割
に

ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
滋
養

第
酪
翻
意
関
酎
議
金
か
品

時ミミミミミミミ議選対護持総選総選総選終間泌総選対おミミ円山

お し並案がか議
無量 も以、びなの上こら会対ア
率三 な下午にお通程の体〕四
を霊 も 、 後 請 、 り さ 定 育 は 回
祈三 の今四願今可れ例館、町
つ雲 は日時五回決ま会で十議
て雲 、のに件の決しに開二会
く霊 つ定閉が町定たはか月定
わ霊 草例会提議しが、れ五{71j
入霊 の会し出会ま、十ま日会
れ言 通でまさにしい四し、(
を霊 りきしれはたず件た午十
す言 でまた、、。れの。前二
る言 すっ。採陳 も実 十月
町言 。た択情原件時町
干吾三 一一一一
三雲し・課退 ② ( ① 
手雲た日税職所町芳決認よ昭
前言。かす時得税百算定び和辞
側室 らるに税条十額 一四百義
)童 施こ、を例八の 特十

三 行と源退の号詳 別年
霊 すに泉職ーに縮 会度目』
言 る決徴者部掲は 計長諌
言 こま収に改 i減 、 歳浜
言 とり方課正し広 入町
三に、法税ま報歳一
塁 決来にす しな 出般
霊 ま年よる たが j夫会
芭 り一つ場)は 算計

ま月て合 まーのお

郵
便
貯
金
は

無
税
で
す

経
過
報
告
を
す
る
町
長
(
体
育
館
で
写

す
)

郵
便
貯
金
は
、
出
し
入
れ
自
由
な
、

「
通
常
貯
金
」
で
、
年
利
三
分
六
犀
(

日
歩
約
一
銭
相
当
)
の
利
子
が
つ
ぎ
ま

す。
ま
た
、
長
く
お
く
ほ
ど
有
利
で
、
十

年
間
で
約
一

e

七
二
倍
に
な
り
、
し
か

も
そ
の
刷
、
書
き
換
え
も
い
ら
な
い
使

陳

情

①
住
吉
神
社
移
転
に
際
し
道
路
炉
設
に

つ
い
て
の
陳
情

②
喜
多
凝
小
学
校
水
道
施
設
の
完
全
な

整
備
に
つ
い
て
の
陳
情

③
大
谷
松
ノ
久
保
部
落
館
建
設
に
つ
い

て
の
陳
情

④
今
坊
部
落
館
建
設
に
つ
い
て
の
陳
情

③
豊
茂
地
区
公
民
館
建
設
に
つ
い
て
の

請
願

一
③
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

一
国
民
健
康
保
険
の
家
族
給
付
率
を
、

一
五
割
か
ら
七
割
に
ひ
き
あ
げ
、
来
年
一

一
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

④
長
浜
町
水
道
事
業
に
地
方
公
営
企
業

法
の
規
定
の
適
用
を
延
期
す
る
条
例

の
制
定

従
来
適
用
し
な
く
て
も
よ
か
っ
た
、

従
業
員
二
十
人
未
満
の
小
規
模
の
水
道

事
業
を
、
来
年
四
月
一
白
か
ら
は
、
す

べ
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
条
例
で
、
一
年
間
延
期
す
る
こ
と

に
決
ま
り
ま
し
た
。

⑦
契
約
の
締
結

長
浜
町
立
中
学
校
新
築
工
事
を
、

一
億
六
千
九
百
万
円
で
、
一
宮
建
設
株

式
会
社
と
契
約
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。

川
十
一
月
十
六
日
午
前
十
一
時
か
ら
汀
湖
で
、
長
浜
町
統
合
中
学
校
の
起
工
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
川

州
当
日
は
、
-
ま
ず
午
前
十
時
か
ら
体
育
館
で
、
こ
ん
に
ち
に
い
た
る
ま
で
の
、
長
浜
町
統
合
中
学
校
建
設
計
画
の
州

川
経
過
報
告
会
を
関
与
口
、
町
長
が
、
微
に
入
り
細
に
わ
た
っ
て
、
経
過
報
告
を
し
ま
し
た
。
川

酬

と

の

あ

と

、

午

前

十

一

時

か

ら

江

湖

の

中

学

校

敷

地

で

起

工

式

が

行

な

わ

れ

ま

し

た

。

川

川
起
工
式
に
は
、
工
事
を
担
当
す
る
一
宮
建
設
株
式
会
社
の
一
宮
能
和
社
長
、
=
一
好
設
計
事
務
所
の
三
好
長
儀
所
川

川
長
、
地
元
選
出
の
末
永
県
議
、
町
議
会
議
長
、
教
育
委
員
長
そ
し
て
議
員
、
教
育
委
員
、
町
長
、
助
役
、
収
入
役
川

川
各
課
長
、
教
育
関
係
者
ら
約
七
十
人
が
出
席
し
ま
し
だ
。

州
、
江
湖
の
中
学
校
敷
地
で
の
地
鎮
祭
で
は
、
武
智
神
宮
が
の
り
と
を
あ
げ
た
あ
と
、
町
長
と
、
工
事
を
担
当
す
る
川

川
一
宮
能
和
社
長
と
が
、
く
わ
入
れ
式
を
行
い
、
つ
申
つ
い
て
、
出
席
者
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
、
玉
ぐ
し
を
捧
げ
て
、
工
事
州

川

の

無

事

を

祈

り

、

午

前

十

一

時

半

に

式

典

を

終

り

ま

し

た

。

川

主
掃
の
う
け
と
め
た

新
潟
地
震

用
品
・
貴
重
口
問
@
家
財
の
整
理
な
ど
)

ふ
だ
ん
の
準
備
や
機
転
で
役
立
っ
た
こ

と

大
地
震
と
わ
か
っ
た
と
き
と
っ
さ
に
頭

に
浮
ん
だ
こ
と
は

ど
う
な
る
か
心
配
(
肉
親
@
親
類
の

安
吾
@
わ
が
家
の
こ
と
な
ど
)

こ
ん
な
品
物
が
役
に
立
っ
た
(
ト
ラ

ジ
ジ
ス
タ

l
ラ
ジ
オ
)

ふ
だ
ん
の
準
備
が
な
く
困
っ
た
こ
と

大
地
一
一
翼
と
わ
か
っ
た
と
き
ま
ず
反
射
的

に
こ
ん
な
行
動
を
と
っ
た
£

衣
食
住
関
係
(
水
@
ガ
ス
@
食
物
・

電
気
@
燃
料
@
ト
ィ
V
な
ど
)

逃
げ
る
(
外
@
安
全
な
場
所
な
ど
〕

し
ま
っ
た
と
思
っ
た
こ
と

生
活
用
口
聞
に
つ
い
て
(
水
@
食
物
@

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
@
電
池
@
燃

料
@
コ
ン
ロ
な
ど
の
準
備
が
な
い
)

大
地
震
と
わ
か
っ
た
と
き
そ
の
次
に
ど

ん
な
行
動
を
と
っ
た
か

全衣日
体料用
と口口

口口 口ロ

しでで
て は は
は↓↓
↓ 
現毛パ

ケ
金布ツ

救
援
物
資
で
だ
い
し
て
役
に
立
だ
な
か
川

つ
だ
も
の

着
ら
れ
な
い
衣
類

救
援
物
資
で
特
に
感
じ
た
こ
と

門
感
謝
〕

全
国
の
人
々
の
同
情
に
深
く
感
謝

門
困
っ
た
こ
ど
、
こ
う
し
て
ほ
し
い
M

'

貰
ラ
身
に
な
っ
て
救
援
の
品
を
送
ろ
v
k

x
j
 

非
常
時
の
し

た
く
(
書
類
@

貴
重
品
を
持
つ

e

食
料
や
、
水

の
手
配
な
ど
)

一

あ

認

た

は

り

一

ど

う

し

ま

す

か

(

一

門
救
援
物
資
の

配
分
に
つ
い
て

凶

被
害
に
応
じ

て
手
を
打
っ
て

ほ
し
い

門
有
難
か
っ
た

も
の
〕

大
地
震
と
わ
か

っ
た
と
き
そ
の

後
ど
ん
な
行
動
を
と
っ
た
か

今
後
は
こ
う
し
な
げ
れ
ば
と
思
っ
た
こ

と

非
情
時
の
仕
事
(
食
糧
@
水
@
非
常

物
の
準
備
(
水
8

食
物
e

貴
重
口
問

非
常
持
出
し
・
電
池
・
ト
ラ
ジ
ジ
ス
タ

ー
ラ
ジ
オ
@
燃
料
な
ど
)

今
後
は
こ
う
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
こ

と

‘

t
J
-
f
J
3
1
・3
1
1
・1
t
f
"
t
f
f
-
f
J

利
な
「
定
額
貯
金
」
や
、
毎
月
一
回
集

金
に
ま
わ
り
、
い
な
が
ら
に
し
て
、
貯

金
が
で
き
る
「
積
立
貯
金
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

広
報
連
絡
お
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て

(
早
く
正
確
に
e

キ
メ
納
か
に
e

誘
導

ご
み
処
理
な
ど
)

さ
ら
に
郵
便
貯
金
は
、
す
べ
て
無
税

で
す
。長

浜
郵
便
局
で
は
、

「
貯
金
は
郵
便
貯
金
を
」

と
一
川
び
か
け
て
い
ま
す
。

救
援
物
資
で
役
に
立
つ
だ
も
の

食
品
原
料

目

的

食
品
で
は

田
図
画
、よ、
交

正
岡
同

! 
: 

1 i月の町政日誌

4日建設委員会

7日 農業委員会

! 10日 長昨町酪農泣代化 j 
計凪1検討会

14日 全日空機死体俊索の i

i ため消防団員出動

16日 長浜町統合中学校起

工式

17日 所得税納税相談

18日 乾しいたけ共進会準

備委員会

21日 牧没者の実に対する

恩給効用調査

litiノ久保林道、都梅

1ド道t完工検査

今坊臼ノ補地区飲料

水給;J¥開始

22 EI 乾しいたけ共進会13

よび表彰式

24臼 決 I11I名人大会

25日 国民健康保険事務捻

査

29日 国民年金事務取査

ありがとう

ございました

現
金

門
人
間
関
係
の
中
で
M

町
内
の
連
絡
が
よ
か
っ
た

門
そ
の
他
凶

火
事
が
な
く
て
よ
か
っ
た

(
新
潟
地
震
と
私
た
ち
〉

H
白

f
A
H

雄
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町
と
、
森
林
組
合
と
の
共
催
で
、

刊
司
ゴ
叶
斗
叶
午
前
九
時
か
ら
、

体
育
館
で
、
才
一
回
長
浜
町
乾
し
い
た

け
共
進
会
が
関
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
共
進
会
は
、
柑
き
つ
生
産
不
適

地
の
成
長
作
目
と
し
て
、
昭
和
三
十
九

年
度
か
ら
種
菌
の
新
植
に
力
を
注
い
で

き
ま
し
た
が
、
そ
の
成
果
が
、
み
ご
と

に
実
っ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
生
産
者
ゃ
、
一
般
参
観
者

が

ど

っ

と

つ

め

か

け

、

活

気

を

呈

し

ま

同

じ

一

年

生

で

も

し

た

@

知

能

に

は

差

が

あ

る

総

出

口

問

点

数

は

、

百

二

十

三

点

で

、

小

学

校

は

、

満

六

才

で

入

学

す

る

の

あ

ら

ゆ

る

角

度

か

ら

審

査

さ

れ

、

そ

の

で

す

が

、

一

年

生

で

は

、

六

才

児

と

結

果

、

つ

ぎ

の

方

々

が

入

賞

し

、

表

彰

一

吋

付

明

と

が

、

一

絡

に

な

っ

て

い

る

の

さ

れ

ま

し

た

。

一

つ

ま

り

、

一

年

生

で

は

、

早

生

れ

と

知

事

賞

写

真

上

日

盛

況

だ

っ

た

共

進

会

(

体

育

館

で

写

す

)

十

い

わ

れ

る

子

の

中

に

は

、

や

っ

と

六

才

間

本

亀

格

(

大

越

)

写

真

右

H

N
よ
く
努
力
し
て
下
さ
い
ま
し
た
p

と
た
一
に
な
る
子
も
い
る
し
、
四
月
生
れ
の
、

全

国

椎

茸

普

及

会

長

賞

一

お

そ

生

れ

で

、

入

学

後

す

ぐ

に

満

七

才

加

納

勝

利

(

須

沢

〉

た

え

る

町

長

一

に

な

る

子

も

い

る

の

で

す

。

こ

れ

ら

が

t
S
S
5
5
5
3
S
E
E
s
s
s
S
E
Eミ
3
5
5
5
5
S
S
S
5
5ミ

一
一
組
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
一

主

主

、

氏

一

防

犯

相

談

所

が

一

長

か

ら

そ

れ

ぞ

れ

委

嘱

を

受

け

て

、

町

一

年

ち

か

い

差

の

あ

る

こ

と

は

め

ず

ら

し

川

議

関

脇

験

税

十

設

置

さ

れ

ま

し

た

一

日

目

見

時

間

昨

日

明

長

に

つ

一

く

あ

り

ま

せ

ん

。

一

三

市

湾

問

4

一
十
月
一
日
付
で
、
町
内
各
地
区
に
防
一
皆
さ
ん
の
地
区
で
、
防
犯
に
つ
い
て

一心J
藤
議
機
ぽ
韓
同
↑
犯
相
談
所
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
一
の
こ
と
は
、
な
ん
で
も
、
気
軽
に
ご
椙

ぷ
若
滋
W
顎
一
と
の
防
犯
相
談
所
は
、
明
る
い
町
づ
一
談
く
だ
さ
い
。

一

一

く

り

を

推

1
I
l
l
-
-
iー

乾
し
い
た
け
を
、
広
く
P
R
す
る
た
一
号
、
町
亡
閣
直
i

め
、
乾
し
い
た
け
の
マ

l
ク
を
、
広
く
一
民
に
よ
る
豆
浜
芳
一
相
談
所

町
内
の
方
々
か
ら
募
集
し
ま
し
た
と
こ
一
自
主
的
な

7

矛

ニ

グ

ろ
、
乾
し
い
た
け
を
V

Y
ポ
ル
化
し
た
一
防
犯
休
制

7

沖
三

図
案
が
、
二
十
点
集
ま
り
ま
し
た
。
一
を
確
立
す
っ
芳
匹
グ

審

査

の

結

果

一

害

島

相

談

所

一
る
た
め
に
一

秀
作
は
な
く
、
佳
作
に
、
一
宮
一
本
忠
氏
一
一
黒
田

(
町
議
)
、
同
じ
く
増
田
空
川
氏
(
農
一
設
置
さ
れ
一
沖
浦
グ

業
)
、
向
じ
く
、
米
間
輝
行
氏
(
高
校
一
た
も
の
で
干
坊
庁

生
)
の
三
氏
に
き
ま
り
ま
し
た
。
↑
す
。
一
間
生
か

と
の
う
ち
、
一
宮
泰
忠
氏
の
図
案
を
一
長
浜
町
一
出
海
ゲ

一
部
修
正
し
て
、
長
浜
町
乾
し
い
た
け
一
防
犯
協
会
一
相
生
グ

の
7
1
ク

に

決

定

し

ま

し

た

。

一

長

と

、

大

豆

茂

グ

ι臼
滝

川
川
警
察
署
一
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乾

し

い

た

け

の

マ

ー

ク

が

き

ま

り

ま

し

た

昭和41年12月20日(二)

三

等

賞

い

長

浜

町

議

会

議

員

団

の

一

行

は

十

一

月

十

日

町

長

と

共

に

上

京

し

、

長

浜

|

八

幡

浜

線

道

路

改

良

に

つ

い

て

、

地

西

山

基

(

今

坊

〉

、

高

岡

鹿

男

…

・

元

選

出

代

議

士

な

ら

び

に

建

設

省

に

陳

情

し

ま

し

た

。

(

グ

)

、

大

西

親

光

(

乙

、

西

山

清

文

…

ま

た

、

青

果

市

場

や

、

千

葉

県

の

臨

海

工

業

地

帯

た

ど

の

視

察

研

修

を

行

い

ま

し

た

の

で

、

そ

の

殿

様

や

感

想

を

(

ニ

、

西

山

弘

三

(

午

、

玉

川

政

)

本

紙

に

連

載

す

る

こ

と

と

い

た

し

ま

す

0

(

文
字
九
渡
辺
)

日

一

ト

ロ

J
U
M一

一

一

一

円

(

川

叩

…

昧

で

真

剣

勝

負

日

引

い

い

可

い

い

川

れ

れ

い

同

わ

け

ト

即

日

叶

日

uur

鎌

田

数

雄

(

大

越

)

、

岡

本

亀

格

(

庁

)

…

h

の

時

代

て

大

量

に

出

回

る

と

、

同

じ

食

べ

る

費

者

も

安

心

し

て

買

え

な

い

油

断

も

…

ト

昨

日

…

↑

…

一

時

間

…

一

二

N
H
A
Aれ
い
U
U
ι
げ

U
U

一
訂
以
立
U
山

口

ド

ュ

ド

旦

み

か

ん

市

場

を

た

ず

ね

て

れ

れ

引

け

い

一

回

目

U

J
引
け

1
1リ
川
町
吋
れ
い
れ
れ
れ
衡
運
…

下
回
安
子
(
下
須
戒
〉
、
宇
都
宮
古
幸
一
せ
ん
か
。
一
み
、
ご
負
担
願
う
こ
と
に
し
て
い
る
の
可
東
京
市
場
の
早
生
み
か
ん
は
、
十
一
し
よ
う
。
産
地
は
、
考
え
て
い
ま
す
動
は
ま
だ
ま
だ
の
感
が
あ
り
ま
す
o

J

(
豊
茂
)
、
久
保
好
明

7
)
、
津
田
一

N
H
K
で
は
、
昭
和
三
十
五
年
度
か
十
で
す
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

τ月
に
入
り
、
九
州
も
の
中
心
か
ら
愛
媛
品
質
保
障
の
ア
イ
デ
ア
、
機
械
を
使
将
来
は
、
誌
の
強
い
も
の
は
、
出
~
一

茂
(
グ
)
、
増
田
猪
佐
雄
す
)
、
増
田
一
ら
、
「
グ
ラ
フ

N
H
K
」
を
発
行
し
て
一
と
ぱ
し
の
七
月
一
日
か
ら
は
、
郵
便

τ
広
島
も
の
が
大
量
入
刊
ド
九
州
も
の
の
っ
て
み
か
ん
一
つ
一
つ
に

7
1

ク
を
荷
時
期
を
ず
れ

γ
咋
M

吋
リ
ト
ト

開
口
一
比
四
日
日
…
…
…
り
日
一
ぃ
九
日
一
「
グ
ラ
フ

N
H
K
」

は

テ

一

時

抗

引

け

な

が

そ

れ

で

一

…

日

…

パ

ド

ナ

ベ

、

愛

媛

の

入

れ

「

と

の

つ

ま

い

中

島

み

か

ん

を

や

)

べ

J
汗
1

日一

畳
(
須
沢
一

ν
ピ
番
組
の
う
ら
話
に
、
写
真
を
、
ふ
一
な
お
、
「
グ
ラ
ブ

N
H
K
」

は

、

旦

…

の

う

ま

い

ま

ん

に

見

察

ニ

回

、

L
T
J
?足

う

L

J

一

)

、

増

田

一

ん

だ

ん

に

つ

か

つ

て

、

面

白

く

週

刊

誌

十

販

さ

れ

て

い

ま

せ

ん

。

一

回

発

行

会

一

…

期

待

を

か

け

て

い

た

新

青

一

上

躍

す

ー

ら

も

毎

年

品

質

調

査

…

一

典

一

郎

(

一

調

に

ま

と

め

た

も

の

で

す

。

一

六

十

万

部

だ

そ

う

で

す

。

言

受

筋

で

は

、

「

こ

l

f

陣

箇

!

(

を

や

ヶ

、

立

地

条

件

山

一

櫛
生
)
菊
一
こ
れ
を
読
ん
で
い
る
と
、
テ
レ
ビ
番
組
一
申
し
込
む
場
合
は
、
購
読
料
(
定
額
十
…
と
し
は
大
玉
ほ
ど
淡

J

一
な
ど
に
よ
り
、
各
国
(
一

地
吉
太
郎
一
に
、
強
く
な
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
一
小
が
わ
せ
か
郵
便
切
手
)
を
そ
え
て
一
一
白
で
味
が
う
す
い
」
と
、
し
ぶ
い
顔
で
毎
の
出
荷
適
期
を
地
図
に
表
す
工
夫
~
一

(
グ
)
、
一
家
族
企
員
が
読
ん
で
楽
し
め
ま
す
。
一
東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
二
の
十
六
下
し
た
o

日

本

一

を

誇

る

伊

予

の

み

か

ん

が

望

ま

し

い

と

)

一

飛
田
盛
茂
一
と
こ
ろ
で
、
気
に
な
る
の
は
料
金
で
十

N
H
K
サ

ー

ビ

ス

セ

シ

タ

|

グ

ラ

フ

係

一

一

七

消

費

者

に

と

っ

て

は

、

期

待

は

づ

民

主

、

各

地

共

選

場

の

大

型

化

丘

一

(
豊
茂
)
一
す
が
、
一
冊
(
一
一
十
ペ
ー
ジ
)
が
、
ゎ
一
に
申
し
込
め
ば
、
申
し
込
み
者
宛
に
、
一
…
れ
の
感
が
し
た
糠
子
で
し
た
。
よ
り
等
級
別
の
厳
選
主
義
が
と
ら
れ
二

大

野

快

真

十

ず

か

十

円

。

一

N
H
K
か

ら

直

送

さ

れ

ま

す

。

一

一

.

今

ま

で

、

み

か

ん

が

飛

ぶ

様

に

売

れ

長

期

連

続

多

量

供

給

を

み

た

す

い

と

'

一

一

一

・

に

努

力

が

払

わ

れ

て

い

る

時

狭

し

一

(

戒

川

)

一

ど

う

し

て

、

こ

ん

な

に

安

い

の

だ

ろ

一

一

九

て

い

た

時

代

か

ら

、

い

か

に

売

り

込

む

一

・

5

ト

'

'

o

'

'

'

v

i

ぃ

h

い

ラ

む

づ

か

し

い

時

期

に

当

面

し

長

浜

町

で

二

つ

の

共

遅

場

の

存

'

々

は

…

2
7
9》

刻

一

一

日

、

そ

の

売

り

込

み

作

戦

は

?

消

費

者

今

後

激

化

す

る

産

地

問

競

争

に

備

え

一

議
J

組
問
ル
《

m

一

…

が

ど

ん

な

み

か

ん

を

求

め

て

い

る

か

を

て

、

一

木

化

す

べ

き

で

し

ょ

う

q
E
;
個
{
必

B
一

1

0

(

丸
-
一
青
果
K
K
担
当
部
長
談
)
次
…

》
…
品
(
一
…
知
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
み
か
ん
を

品

切

山

一

十

食

べ

た

い

と

い

う

欲

求

が

起

る

の

ぬ

ま

号

に

つ

づ

く

一

-

ず

色

つ

や

の

よ

い

大

玉

、

さ

ら

に

食

べ

…

県
森
連
会
長
賞

一
宮
泰
忠
(
大
越
)

一
等
賞

山
本
啓
二
郎
(
戒
川
)
、
小
西
伸
光

(
下
須
戒
)
、
谷
本
武
義
(
豊
茂
)

永
井
久
幸
(
豊
茂
)
、
本
田
伊
勢
生

(
須
沢
)

ニ
等
賞

西
山
基
〈
今
坊
)
、
東
繁
栄

(
今
坊
)
、
山
本
正
(
戒
川
)
、
奥
野

岩
広
(
柴
)
、
橋
野
孝
行
(
豊
茂
)

大
成
浮
(
乙
、
坂
井
寛
(
グ
)

谷
本
満
〔
乙
、
水
口
健
(
須
沢
)

村
上
興
一
(
櫛
生
)

一l

l

放
送
さ
層
た
の
し
く
な
り
ま
す

L

お
す
す
め
す
る
グ
ラ

N
H
K
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所

長

区
長
浜
地
区

青

島

グ

黒
田

M

沖
浦

m

A
「
坊
が

櫛

生

庁

出

海

グ

上
老
松
・
下
須
戒
・
穂
積
グ

曲
豆
茂

H

白
滝
・
戒
川
・
柴

域

て
も
、
大
変
な
ζ

と
で
す
。

こ
う
い
う
と
と
を
て
わ
き
ま
え
ず
に
、

同
じ
と
き
に
、
入
学
す
る
と
い
う
こ
と

だ
け
で
、
よ
そ
の
子
と
、
わ
が
子
を
ひ

き
く
ら
べ
、
う
ち
の
子
は
、
す
す
ん
で

い
る
、
お
く
れ
て
い
る
と
、
一
喜
一
憂

す
る
の
は
、
む
だ
な
こ
と
で
す
。

抵
抗
を
感
じ
な
い
よ
う
に

準
備
を

親
と
し
て
は
、
こ
の
新
し
い
社
会
へ

子
ど
も
が
、
あ
ま
り
抵
抗
を
感
じ
な
い

で
は
い
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、
準
備
を

し
て
や
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

と
き
に
は
、
学
校
へ
子
ど
も
を
つ
れ

て
い
き
、
上
級
生
が
体
操
し
た
り
、
遊

ん
だ
り
し
て
い
る
様
子
を
見
せ
て
、
学

校
で
の
生
活
に
な
じ
ま
せ
る
こ
と
も
、

い
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
子
ど
も
は
、
子
供
な
り
に
、

頭
を
つ
か
う
習
慣
を
つ
け
て
お
く
こ
と

も
大
切
で
す
。
そ
の
意
味
で
、
子
供
の

質
問
も
、
う
る
さ
が
ら
ず
に
、
大
事
に

と
り
あ
つ
か
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

い
ま
ま
で
は
、
子
ど
も
中
心
で
あ
っ

た
生
活
を
、
と
き
に
は
、
子
ど
も
に
が

ま
ん
す
る
こ
と
、
待
つ
と
と
も
体
験
さ

せ
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
て
、
学
校
と
い
う
新
し
い
社

会
へ
の
準
備
を
し
て
や
る
こ
と
こ
そ
、

ほ
ん
と
う
の
親
の
愛
情
と
い
う
も
の
で

T

レ
ト
ιλ
ノ。

町
を
召
し
ま
せ
」
と
P
R
作
戦
も
登
場

す
る
と
い
う
、
市
場
ま
さ
に
真
剣
勝

負
の
時
代
で
す
。

こ
と
し
の
早
生
、
長
浜
美
人
の
表

情
ゃ
い
か
に
?
神
田
市
場
で
聞
い
て

み
ま
し
た
と
こ
ろ
、
「
色
つ
や
、
玉

揃
、
外
観
は
、
昨
年
天
皇
賞
に
輝
ゃ

く
真
穴
み
か
ん
と
殆
ん
ど
か
わ
り
な

い
」
と
の
好
評
を
頂
識
し
ま
し
た
。

さ
す
が
に
、
と
思
い
!
ま
し
た
が
、
そ

の
後
口
が
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
一
出
荷
面
の
品
質
管
理
に
赤
信
号

つ
ま
り
、
「
甘
い
み
か
ん
だ
な
ア
と
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